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中
国
文
学
講
義
（
模
擬
授
業
用
） 

春 
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杜 

甫
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七
一
二
～
七
七
〇
） 

（
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文
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き
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文
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【
詩
型
・
韻
字
】 

五
言
律
詩
。
押
印
◎
は
「
深
（
し
ん
）
・
心
（
し
ん
）・
金
（
き
ん
）
・
簪
（
し
ん
）」 

【
語
釈
】 

○
春
望
…
春
の
日
の
な
が
め
。
七
五
七
年
の
春
、
杜
甫
が
安
禄
山
率
い
る
反
乱
軍
に
よ
り
長
安
に
軟
禁
さ
れ
て
い

た
時
期
の
作
。
○
国
破
…
国
家
と
し
て
の
秩
序
が
崩
壊
す
る
。
具
体
的
に
は
、
唐
の
都
長
安
が
反
乱
軍
に
占
拠
さ

れ
た
こ
と
を
指
す
。
○
城
…
こ
こ
で
は
長
安
の
ま
ち
（
都
市
）
を
指
す
。
古
代
の
中
国
の
都
市
は
、
多
く
城
郭
に

囲
ま
れ
て
い
た
た
め
、
現
代
中
国
語
で
も
都
市
を
「
城、
市
」
と
い
う
。
○
感
時
…
時
勢
を
悲
し
み
嘆
く
。
○
恨
別

…
親
し
い
人
々
と
の
別
れ
を
痛
み
嘆
く
。
○
鳥
驚
心
…
（
美
し
い
）
鳥
の
鳴
き
声
に
も
心
が
乱
れ
さ
わ
ぐ
、
心
が

痛
む
。
○
烽
火
…
の
ろ
し
。
こ
こ
で
は
戦
乱
状
態
の
こ
と
を
い
う
。
○
連
三
月
…
幾
月
も
つ
づ
く
。「
三
」
は
不
特

定
多
数
を
示
す
概
数
。
あ
る
い
は
「
三
か
月
つ
づ
く
」
、
「
春
の
三
月
ま
で
つ
づ
く
」
と
も
解
す
る
。
○
家
書
…
家

族
か
ら
の
手
紙
。
○
抵
万
金
…
万
金
に
相
当
す
る
。「
万
」
は
多
数
・
多
量
を
示
す
語
。
○
白
頭
…
白
髪
の
頭
。
○

渾
…
ま
る
で
、
ま
っ
た
く
。
○
不
勝
簪
…
冠
を
髪
に
固
定
す
る
か
ん
ざ
し
が
さ
せ
な
く
な
る
。「
不
勝
」
は
「
～
に

た
え
ら
れ
な
い
、
～
の
用
に
足
り
な
い
」。 
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（
書
き
下
し
文
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花は

な

落お

つ
る
こ
と

知し

る
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少せ
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【
詩
型
・
韻
字
】 

五
言
絶
句
。
押
韻
◎
は
「
暁
（
げ
う
）
・
鳥
（
て
う
）・
少
（
せ
う
）
」 

【
語
釈
】 

○
春
暁
…
春
の
明
け
が
た
。
○
春
眠
…
春
の
夜
の
（
心
地
よ
い
）
眠
り
。
○
不
覚
暁
…
夜
が
明
け
た
こ
と
に
気
が

つ
か
な
い
。「
覚
」
は
、
気
づ
く
、
感
づ
く
、
の
義
。
○
処
処
…
あ
ち
ら
に
も
こ
ち
ら
に
も
。
現
代
日
本
語
の
「
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
」
で
は
な
い
。
○
聞
…
き
こ
え
る
。
こ
こ
で
は
、
意
識
的
に
き
く
「
聴
」
と
は
区
別
し
て
用
い
ら
れ

て
い
よ
う
。
○
啼
鳥
…
鳴
い
て
い
る
鳥
の
声
。
○
夜
来
…
昨
夜
。「
来
」
は
、
語
調
を
と
と
の
え
る
助
字
。
○
知
多

少
…
ど
れ
く
ら
い
散
っ
た
で
あ
ろ
う
か
（
そ
れ
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
だ
）
。
「
多
少
」
は
、
疑
問
詞
で
、
ど
れ

ほ
ど
、
ど
の
く
ら
い
、
の
意
。
一
般
に
中
国
古
典
詩
で
は
、
目
的
語
が
疑
問
詞
の
場
合
に
は
、
動
詞
の
否
定
語
が

省
略
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
「
知
多
少
」
は
、
「
不
知
多
少
」
と
い
う
の
と
同
じ
。
ま
た
、
「
多
少
」

を
「
多
い
」
の
意
に
解
し
、「
さ
ぞ
た
く
さ
ん
散
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
」
と
す
る
説
も
あ
る
。 
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